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☆★活動報告★☆ 

11 月 9 日 ROBA11 月例会・理事会 

  23 日 中部地区路面電車サミット（豊橋市） 

12 月 4 日 全国バスマップサミット（岩手県滝沢市） 

12 月 12 日 現場でトーク（AOSSA７F） 

     福井ふるさと百景調査隊 

12 月 14 日 ROBA12 月例会・理事会 

 

☆★今後の予定★☆ 

1月 11日（火） ROBA1月例会・理事会 

1月 28日（金）～29日（土） 

        LRT都市サミット長崎 2022 

 1月 30日（日） 全国路面電車サミット長崎 

 

 

●白山（左奥 積雪）スキージャム勝山（右）／えち鉄発坂駅近く／撮影：変集長 20211128 

さようなら 2021 年  2022 年は良い年になりますように！ 

＊「現場でトーク」は２４０号で報告します 

Wacky’s 一押し CD その 40        トニーニョ・オルタ「ムーンストーン」 

 

これまで、ジャズ系のギタリストを何人か紹介してきましたが、今回は、ブラジルの名手、トニーニ

ョ・オルタのご紹介です。彼は、ギタリストとしての腕前も超一流ですが、作曲力も素晴らしいのです。

ボサノバで代表されるように、ブラジルの音楽は、もともと多民族の国ということもあり、多様性を極め

ています。彼の音楽もご多分に漏れず、色んな音楽が融合した独自のものです。以前ご紹介した、私のア

イドル、ミルトン・ナシメントとは、深い友情で結ばれているそうで、ミルトンの歌とトニーニョのギタ

ーなら、鬼に金棒です。 

でも、今回ご紹介するアルバムは、米国のミュージシャンとコラボした、ちょっとブラジル色が薄まっ

た分、馴染みやすい名盤です。以前ご紹介した、スーパーギタリストのパット・メセニーも彼のファン

で、このアルバムに参加しています。お薦め曲は、冒頭の「バイシクル・ライド」です。卓越したギター

演奏に独特のスキャットも織り込み、サウダージ（郷愁）溢れる名演をご堪能下さい。 



                                  令和 3年 11月 

 第 19回中部地区路面電車サミット in豊橋 2021参加報告 

                             内田佳次 

 

令和 3年 11月 23日（祝日）中部地区路面電車サミットが豊橋市で開催されました。参加

報告をいたします。とよはし市電を愛する会 30周年を記念する行事の一環として開催され

ました。これまで 3度開催の計画を立てましたが、コロナ禍によりそのたびに延期となって

きましたが、ようやく開催されました。他に畑さん、清水さん、東京から高橋八さん、京都

から松原さんが参加いたしました。 

■記念講演 

 全国路面電車サミットの育ての親、とでも申しましょうか「中尾正俊」さんの「LRTによ

る未来都市の創造・宇都宮市」と題する講演です。宇都宮ライトレール㈱の常務取締役とい

う立場でこれまでの経過と将来についてまちづくりと関連付けて講演がありました。 

 中尾さんには全軌協というお立場で全国路面電車サミット福井大会の準備・企画におい

て大変お世話になりました。一言御礼を申し上げたかったのですが、残念ながらその機会は

持てませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇都宮ライトレール㈱中尾常務              講演の内容 

■中部地区路面電車サミット 支援団体会議 

会議室で一堂に会しての会議はありませんでした。講演会終了後同じ会場で参加団体の

紹介と次回開催の ROBAからの挨拶だけという 30分程度の会議でした。その中で ROBAを代

表して内田が次回は福井市で開催を予定していること、来年の 9 月にカーフリーデー開催

時期に合わせて企画していることを伝えて全体の幕を閉じました。 

■余談 

 東京会員の高橋八さんと久しぶりに会えました。思わず笑顔がこぼれます。元気そうで何

よりでした。次回中部地区路面電車サミット福井大会は ROBA 創立 20 周年も記念して開催

できるね！ そう参加者みんなで話していました。 



 

第 18回全国バスマップサミット inいわて滝沢 

 

 １２月４日（土）に岩手県滝沢市にて第 18回全国バスマップサミット inいわて滝沢が開催されました。本来

であれば昨年度に開催する予定でしたが、コロナ禍の影響で延期されており、なんとか無事に行われました。主

催は全国バスマップサミット実行委員会ですが、地元滝沢市の全面協力のもと、岩手県や盛岡市、東北運輸局、

地元の交通事業者などのご協力で実現にこぎつけました。滝沢市は県庁所在地盛岡市のベットタウンとして人口

が増え続け、かつて全国一人口の多い村であったものが、市制をひくこととなりました。中心部から IGRいわて

銀河鉄道の駅までは遠いものの、バス路線が盛岡市中心部まで直結しているので、公共交通は非常に便利です。

盛岡市のバスマップに掲載されている他、滝沢市独自に公共交通マップを作成しており、地域ごとのマップが盛

り込まれているなど、公共交通の利用促進にも尽力されていました。 

実行委員会のメンバーが朝にビックルーフ滝沢

に集合後、滝沢市の職員のみなさまと準備をした

後、事務局会議を行いました。配布物の準備や、

バスマップ展などを市の方が事前に準備していた

だいたおかげで、早めに準備を終えることができ

ました。ビックルーフ滝沢は市役所の前にある図

書館、物産館、交流スペースを兼ね備えた施設で、

バス停も敷地内に整備されています［写真１］。バ

スマップ展はバスの待合所を兼ねたギャラリーに

て１週間ほど前から各地のバスマップ、岩手県の

バスの歴史がわかる鈴木文彦氏提供のバスの写真

が展示されていました［写真２］。もちろん、ふく

いのりのりマップも展示していただきました［写

真３］。 

サミットでは主催者として公共の交通ラクダの岡氏がビデ

オで挨拶、滝沢市の斎藤都市整備部長が開催地挨拶［写真４］

の後、実行委員会理事・事務局で駒澤大学の今井先生が大会の

趣旨説明を行いました。第一部では、岩手県の方が IGR いわ

て銀河鉄道や三陸鉄道、バス会社への支援や MaaSの取り組み

について、盛岡市の方が国のオムニバスタウン制度を活用し

た市内循環バスの導入やバス停、バスロケの整備について、滝

沢市の方が市役所とビックルーフのバス停整備とバスまつり

等の利用促進の取り組みについて事例紹介していただきまし

た。講演は岩手県立大学の宇佐美先生がビックデータを利用

したバスの運行状況や利用状況のデータ収集の取り組みをご

紹介いただき、鈴木氏からは岩手県のバスの歴史や好事例、そ

して、これからの公共交通を改善していくための要点を示し

ていただきました。 

第二部のパネルディスカッション［写真５］では、鈴木氏コ

ーディネーターのもと、北上市、岩手県交通、岩手県北自動車、

バスぷら博士の大野氏（サミット実行委員会理事）をパネリス

写真１：待合室がギャラリーになっているビックルーフ滝沢バス停 

写真２：バスマップパネル展 



トに加え、「公共交通の現実と向き合う－課題

が指摘され続けても変えられないこと」をテ

ーマに討論が行われました。北上市はバス事

業者が撤退した路線を地元自治会やＮＰＯが

運営する過疎地有償運送を支援しておりきめ

細かい公共交通サービスを実現、岩手県交通

は貨客混載などの取り組み、岩手県北自動車

は三陸鉄道と連携した県北部周遊きっぷの取

り組みなどをご紹介いただきました。大野氏

からは弘前大学時代にバスマップサミットを

開催し、地元の弘南バスとの連携を深めてバ

スの乗り方教室・モビリティマネジメントの

実施を通じて子供向けにバス車体のかぶりも

のをするようになって好評を得た話などを紹

介いただきました。鈴木氏のまとめとして、

自治体や事業者がばらばらに動いているとこ

ろはなかなかうまくいかず、利用者減、サー

ビス減の課題は解決しない、自治体は補助と

いうよりも支援しつつ事業者と一緒に課題に

取り組む姿勢が必要と総括されていました。

滝沢市の佐藤交通政策課統括主査からは、サ

ミットで得た知見を今後の利便性向上や利用

促進につなげていきたいとコメントをされて

いました。最後に小美野実行委員会事務局長

から閉会の挨拶がありました。サミットの開

催が、滝沢市や盛岡市など地元の公共交通と 

地域活性化に少しでも後押しになることを 

祈念しています。［松原光也］ 

写真３：ふくいのりのりマップの展示 

写真４：開催地挨拶 写真５：パネルディスカッション 



編集後記 ・・・編集委員より一言 

内田（発行責任者） 

「中部地区路面電車サミットが豊橋で開催されたの

で久しぶりに JR特急、新幹線に乗車しました。若

干のワクワク感がありました！次回 9月には福井で

開催します。」 

林(変集長) 

「我が家の薪ストーブで焼きたてのピザ。幸せです！」 

 

 

作／漆嵜 耕次 

事務局  特定非営利活動法人 

    ふくい路面電車とまちづくりの会（ＲＯＢＡ） 

９１０－８０３１ 

福井市種池 1丁目１９０５－３ 

ＴＥＬ：０７７６－２５－７９６８ 

ｅ－mail ： roba@mbh.nifty.com  

ＵＲＬ：http://roba.cocolog-nifty.com/roba/home/ 

 

 

照ちゃんの気になる風景 Ｐａｒｔ６１ 

 

「魂を撮ろう～ユージン・スミスとアイリーンの水俣」 

   石川 妙子著 文芸春秋 定価 1900円＋税 

  

高校時代は写真部に所属していた。もちろん、フィルム全盛時代。

フィルム現像（現像液⇒停止液⇒定着液⇒乾燥）印画紙プリント（露

光⇒現像液⇒定着液⇒乾燥）の中で、楽しいのが印画紙を現像液に

つけた時に浮かび上がる画像。露光時間を変えることによってコン

トラストの強い写真にも仕上げることもできる。 

 水俣には１９９６年に初めて訪れた。目的は農薬・化学肥料を使

わないで甘夏を生産している「はんのうれん」事務局の大澤夫妻訪

問。ＪＲ水俣駅を降りると「チッソ」会社正門とのあまりにもの近

さにびっくり。ＶＩＰの会社訪問時には赤じゅうたんがひかれたと

いうのも納得の光景でした。 

水俣市内の魚売り場には福井 

とはちがってカラフルな色の 

魚が並んでいた記憶がある。 

 著書では写真家ユージン・ 

スミスとアイリ―ンの生い立 

ちに始まり、二人の出会い、 

水俣病の歴史、水俣での撮影 

風景を織り交ぜながら、二人の別れまで一気に語られている。 

最後にユージン・スミスの名を一躍世界に広げた写真『胎児性水

俣病患者の少女と母の入浴する場面』の「封印」と「公開」の経緯

が語られており、秋に公開された映画「ＭＩＮＡＭＡＴＡーミナマ

タ」ではその封印が解かれている。 

胎児性水俣病患者の坂本しのぶさんとは、私と同学年。水俣再訪

時はぜひ話しをしてみたい。 

 朝日新聞（2021.10.16）のインタビューでもアイリーン・美緒子

（みおこ）・スミスは「封印」「公開」の経緯を詳しく述べている。 

 

  

 

太刀魚のサシミは美味でした！ 

mailto:roba@mbh.nifty.com
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